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死海写本に事寄せて

緒方幡典

以前との附属図書館報で、死海写本にふれたことがある（VoI • 4 Nu 3. 1983 ）。 1981年メキシコ市

で第 7回国際生物物理学会が開催された時、ポスターセッションの一つに死海写本の研究発表があ

ったっそれは写本の羊皮紙を研究材料として、物理的 ・化学的分析した結果を示していた。前回は

それを糸口に、記録とその保存について雑感を述べた。乙の学会は 3年に一度催され、第 9回はイ

スラエノレのエノレサレムで行われた。 ζの機会lζ写本の実物を観る乙とができたので、見聞を兼ね心

に浮かぶまま書 き綴り、本館報投稿の依頼にお答えする。

死海写本は 1947年、死海西岸クムラン洞窟で発見された。書かれた年代は前 100～前 50年頃と

推定されている。その主なものは （1）イザヤ書を含む旧約聖書の写本および注釈と、（2）宗規要覧等後

期ユダヤの文章を内容にもつ、七つの巻物である。最初乙れらの巻物の内、半数以上はヨノレダン国

側にあるシリア正教の聖マノレコ修道院に買い取られ、その後アメリカに持ちだされたが、現在はす

べてエノレサレムのイスラエノレ博物館にある。以上のような経緯を辿った乙ともあって、博物館では

特別に配慮された別館に収められている。

乙の博物館は学会場となったへプライ大学に近接し、徒歩で約10分の距離にある。学会 2日目午

前のポスタ一発表を観、その足で博物館に向か「た。入場口を通「て本館に向かう長い通路の右側

に、ノマゴダを思わせるドームがある。入口は－＿§＿地ドに降りたところにあり、そ ζ から洞窟のよう

なトンネノレ （写真）に入る。 トンネノレの

左右には写本に関する発掘や歴史的な資

料の解説があり、そ乙を通るうちに、写

本を観るための予備知識が、入場者の頭

の中にしだいに蓄積するように図られて

いる。 トンネノレを抜けると広いドームに

出る。中央に一段高い円型の台があり、

そ乙に最も長い、また保存状態の良い

写本（イザヤ書全文） がある。乙の

羊皮紙は直径約 3米のコマのようなケー

スに納められ、人は目の高さに在るコマ

の帯に巻き付けられた写本を、姐りなが

ら観る乙とができる。入館した時、見学

者は殆んどな く、時聞をかけて丹念に観



ることができた。羊皮紙なるものはとれまで見た乙とがなく、皮と云えばカバン、靴などしか知ら

ない筆者にとって、それは皮と全く異なった素材に思えた。写本は永い年月を経たにもかかわら式

紙幣の新札のように薄くすべすべしてやや硬い、また非常に丈夫な紙のように見えた。写本は発見

された時、書かれた頃の保存方法にしたがい、壷の中に納められていたとと、死海地方の乾燥した

洞窟に置かれていた乙とで、湿気による腐敗を完全K防いでいた。今乙の博物館にあって、保存の

ためのあらゆる条件が検討され実行されているのであろう。たとえば、照明は全体として非常K暗
い。イザヤ書写本の外にも幾つかの傷んだ資料が、 ドームの壁側に別々のケースに納められてある。

それらはケースに付いたボタンを押すと数十秒間、説明がどうにか読める程度に明かりがつく。光

の資料におよぽす影響を最小限に止める配慮がなされているのであろう。

イザヤ書は旧約聖書中、三大予言書のーっと云われる。書物により歴史的にみると、乙の書はへ

プライ人のパビロニヤ捕囚期を挟んで、それ以前と以後との三期ι、それぞれ別々に成立した預言
書から成り立っている。そしてそれは異なった預言者による。第一イザヤは南北王国の平和な時代

にあって、人々の堕落をいましめ、民族の結束を説いたが、北王国は前 721年アッシリアに滅ぼさ

れ、南王国は後に新パビロニヤに征服された。人々はパビロニヤ捕囚末期、ペノレシャ王により前 538

年解放されたが、乙の解放を挟んで第二イザヤは説く。解放されても現地に同化してしまい、荒廃

した故国に帰ろうとしない民に呼び、かける。エノレサレム帰還後、精神的・物質的貧しさが人々の無

気力を誘う。第三イザヤはこの沈滞した民の心に希望の火を点ずべく呼びかける。イザヤ書はメシ

アの出現を待望する書でもある。ユダヤ人は、メシアは未だ到来していないとしている。エノレサレ

ム旧市街の東、市街を一望できる丘に、へプライ文字を刻んだ蓋をもっ大きな石棺が所せましと並

んでいる。メシアは東から来るとの伝えにより、一刻でも早 く巡り合う乙とを望んで、ユダヤ人は死

後の体を乙の場所に横たえる。案内人は乙う説明した。案内人はへプライ大学に席をおく日本人学

生であった。イザヤのような預言者の言葉に加えて、伝説や神への讃歌を集めた旧訳聖書は、ギリ

シア古典とともに、ヨーロッノマ人の精神の糧として、その思想、芸術の大きな源流となっている乙

とは衆知のとおりである。

死海写本に書かれた文字は勿論、へプライ文字である（く創世記外典 〉だけはアラム語〉 。乙の

文字は前 1000年どろイスラエノレ王国が建国されたとき用いられたへブライ語を表すものである。

へプライ語はエノレサレムの陥落とともにしだいに衰え、日常では用いられなくな り、文語および宗

教語として残った。今日、イスラエノレの建国にあたり、それは新へブライ語として復興した。空港

から市内にいたる看板、道路標識はすべて新へブライ文字で書かれ、時折その←ドiζ英語が添えてあ

った。またへプライ大学の書店では、へプライ文字で印刷された書物のみが売られており、その数

・種類とも普通の学内書店とほぼ変わらないように見えた。

今回の学会で予期しない人K出会った。 16年前カリフォノレニア工科大学に留学したとき、同じ研
究室にいたThomas Lub l博士である。氏はユダヤ系の血を引 く方で、長男の出産にあたり、割礼の

式に私共を招待してくれた。今回の学会にはその息子と次男、妻との四人づれで米国から来ていた。

私の在米時、互いに招待し会食を楽しんだが、ある時氏の家で、へブライ語で書かれた聖書を見た。

表紙の傷んだいかにも使い古したもので、御母堂愛用の本だったそうだ。Lobl氏は、自分はほと

んど読めないが大切にしていると云っていた。今回も氏の家族と昼食を共にしたが、新へブライ語

について尋ねたととろ、イスラエノレは科学用語等を取り入れるなどして、現代化K大変な努力をし

ているととは認めるものの、アメリカに籍を置く氏は、とれを学ぶつもりはなさそうに見えた。

私の本棚にエスペラン卜語で書かれた旧約聖書がある。エスペラン卜の創始者ザメンホフがへプ

ライ語で書かれた原典から訳したもので、名著と云われている。その中最も麗わしいとされる伝導

の書 （La Pr尽9ikanto）は吹のように始まる。
Vanta ju de vantajoj, diris la Predikanto, 

VantaJo de v与!1t弓1川， cio estas vantajo •... 

（伝導者は言う、当の室、空の空、いっさいは空である。〉 〔日本聖書協会 1955年改訳 〉

日本語の訳と違って原典は恐らく響きの良い文体であろう。エスペラント訳を声を出して読めば、

それに応じた配慮がなされているのではなし1かと思わせる。

ザメンホフは 1859年東欧リトワニア（当時ロシア領ポーランドの一部〉で生まれたユダヤ人で、

のちに眼科医となる。ロシヤ農奴制は 1861年廃止されたものの、ポーランド人たちは圧迫され、
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学校ではロシア語を使う乙とが強制されていた。そ乙には、リトワニア人、ポーラ ンド人、ロ シア

人、 ドイツ人、ユダヤ人などが混ざり合って住んでいた。当時乙の町では、言葉の違いがもとでお

きる争いが絶えなかった。乙のような状態が少年ザメンホフ之共通の言葉を創案させたと云われて

いる。しかしザメンホフが国際語を創案したのは、氏がユダヤ人の血を引いていたととに大きな要

因があるのではないだろうか。 ユダヤ人は 2000年もの問国を追われ、流民としていわれない偏見

と差別を受けてきた。氏は言葉による偏見差別について深く思索したものと思う。

1878年に国際語エスペラントの草案が完成発表され、今年でちょうど 100年になる。乙の夏ワノレ

シャワで催された 100周年記念大会には 73ヶ国 6000人の人が集まったと報ぜられた。 ユダヤ人ザ

メンホフの創始したエスペラント、 2000年を経て現在イスラ エル園児復興した新へプライ語、し 1ず

れも今後それぞれの歴史を綴るであろう。

付 医学図書館の東側にエスペラント語で書かれた小さな碑がある。解剖学の碩学、故西成甫

先生の筆によるもので、ザメンホフの詩の一節だ刻まれている。

Ni semas kaj semas neniam lacigas, 

Pri l'tempoj estontaj pensante. 
（われわれは ひとときも 疲れる乙となく種を蒔きまた蒔く 、

乙れから来る 時代のためにと 思いつづけて。）

乙の碑の由来について、粟屋現学長が、医学部で解剖学教授として在席された乙ろ、解剖

学雑誌（53巻 （1978) 151頁）に載せられた。 （医療技術短期大学部教授）

オンライン情報検索システムの利用について

昨年の春だったか図書館のカウンターのそばで、たまたまお会いしたA教授が、 「今後は図書を

購入するより、データベムスを利用する乙とが多くなるだろう。図書館へ足を運ぶζ とが少なくな

るだろう。」と乙れまで図書館サービスの硬直化を歎かれておられた方から、電算化の発展により

図書館利用者が質的に変化している ζ との指摘があり、図書館の未来について大いに考えさせられ

ました。

「紙からエレク卜ロニクスへ」の移行状況は、年々促進されていると云えます。自然科学系の二

次文献で最もよく利用される ChemicalAbstractsを編集している CASは、 1961年Chemical

Titlesを磁気テープで発行したのが、本格的なデータベース化の発端だと推察しますが、わが国

には現在約 100社のデータベ スサービス企業があり、その取り扱っているデータベースは約 1,700

（内国産データベースは約 300）タイトノレに上っており、今後も幾何学的に急増するものと予測さ

れます。しかし、私達が必要とする学術研究のデータベースは、必ずしもそれら商用データベース

に網羅されているとは限りません。特lζ国産のデータベースの開発が待たれています。

本年4月、学術情報センタ ーが情報検索サービス（NACSIS-IR）を開始しました。それは、

自然科学、社会科学、人文科学の広範囲な領域の研究者や学協会の協力のもとに、オリジナノレな学

術データベースを形成するとともに、既成のデータベ スのうち学術研究にとっーて有用なものを導

入し広くオンライン検索サービスを安価に提供するものであり、また高度な専門性の故に市場性の

之しいものや複雑な情報構造を備えたヂータベースも、遅滞なく構築 ・提供する乙とを目指すもの

です。また既に、全国共同利用大型計算機センタ ーを持っている 7大学（北海道大学、東北大学、

東京大学、名古屋大学、京都大学、大阪大学、九州大学〉および筑波大学等では、自分の大学のユ

ーザーばかりでなく他大学のユーザーにもオンライン検索サービスを安価に提供しており、国文学

研究資料館も本年 4月からオンライン検索サービスを開始しました。 ζ れら山口大学の研究者等が

安価（商用の 1/5程度）で利用できるデータベースの数は、現在約 140近くあります。

国立大学関係のデータベースをオンラインで検索するには、NTTの公衆回線や第 2種パケッ ト交

換網を使用し直接接続する方法もありますが、国費支弁する山口大学のユーザーにとっては、N-

1ネッ卜ワーク fNTTのDDX網を利用した大学問コンピュータネットワーク）を使用し、山口大

学情報処理センタ ーを経由し接続する方が安価で便利です。N-1ネッ卜を利用するには、山口大

一3-



学情報処理センタ ーに利用申請を行い、更に全国共同利用大型計算機センタ の一つに利用申請を

行って利用者番号の交付を受けて下さい。筑波大学および国文学研究資料館を利用するには、更に

当該機関の利用申請の手続きが必要です。研究室iζノマソ コン等をお持ちでない方やオンライン検索

に不慣れな方には、図書館で従来からのDIALOGシステムの検索と同様 「代行検索」を行います

ので、参考係まで申し出て下さい。

1963年、アメリカ大統領の科学諮問委員会は、 「情報の伝達は研究・開発にとって欠くととので

きない部分であり、研究 ・閥発lζたずさわるすべての科学者、技術者、研究所、学協会、政府機関

は、研究 ・開発に課せられた責任と同様に、また同程度の意欲をもって、情報伝達に対する責任を

果たさねばならない。」と述べ、情報伝達が研究 ・開発にとって如何に重要な地位を占めているか

を強調しています。オンラ イン情報検索は、特に地方の研究者にとっては、自分の専門分野の進歩

に遅れないようにするための有効なテニックと考えます。学術研究に必要なデータベースはまだま

だ不足していると思いますが、ユーザーの積極的な利用と要求によって各種の利用条件が整備され

ていくものと考えます。

学術情報センタ一、全国共同利用大型計算機センタ 一等の「データベース利用の手号｜」 を参考係

にも備え付けてありますので、ご利用願います。引在、全国共同利用大型計算機センタ一等が公開

している人文社会系のデ タベースは別表の通りです。 （図書館専門員 松本敬吉〉

全国共同利用大型計算機センタ一等人文社会系データベース一覧

大学名｜データベース名｜ デ ー タ の

北海道大学 IALTS ｜農業経済長期統計データベース
HEAD ｜経済、経営データベース

筑波大学 IAHC I Arts and Humanities Ci tat ion Index 

CD I I Comprehensive Dissertation Index 

C I J E I Current Index to Journals i n臼ucat1on

EDMARS I Educational Documentトtanagementand 

Retrieval System 

JED I I Educational Dissertation in Japan 
LISA I Library and lnfor悶ation Sci e町eAbstract 
PA  I Psychological Abstracts 
R I E I ERIC Resources in Education 

SSC I Iおcial Sciences Citation Index 

京都大学 I CHINA! 

CHINA2 

ERIC 

中国明代の科挙合格者に関する情報

中国唐代の詩人李商隠南文章

教育学、教育関連の文献情報

内

MU  R OMATI 

POLEM 

室町幕府が発給した文章のうちの奉行人奉書情報

諸外国の政治、立法過程第一資料の情報

学術情報 I HBR 
センター I J PM  

LCMB 

LCMS 

JSCAT 

FSCAT 

KAKEN  

GAKUI 

Harvard Business Rev i e1,1誌全文データ

国立国会図書館全国書誌

米国議会図書館全国書誌（図書〉

米国議会図書館全国書誌（雑誌〉

学術雑誌総合目録和文編

学術雑誌総合目録欧文編

文部省科学研究費研究成果報告概要

我国大学授与博士学位論文索引

月～．
谷

国文学研究 IKOKUBUN 
資料館

国文学研究資料館所蔵マイクロ資料目録 ・和古書目録

-4-



〈お知らせ 〉

閲覧室に蔵書検索用端末機を設置

図書館では従来から電算化を進めてきましたが、10月12日（月）より、利用者の皆さんが目録デ

ータを自由に検索できるよう、本館閲覧室参考カウンタ ー横に端末機を設置するととになりました。

乙の検索システムの特長として、①多面的な検索が可能な乙と、②検索された資料が貸出中であ

ることやその配架場所などの所在情報の即時表示、③操作の簡便性、などがあげられます。

・多面的検索という点では、従来のカ ード目録の、著者名、書名、分類番号からの検索ばかりでな

く、書名のなかのキー ワード（重要語〉からも検索できます。従って、正確な書名を忘れた場合で

も、その一部をおぼえていれば検索できます。例えば、 「占領下のバ リ文化人』という書名の図書

は「バリ 」という乙とばから検索できます。

所在情報の表示という点では、他の利用者に貸出されている図書は画面に 「貸出中」 と表示され、

一目瞭然となります。従来のカ ー ド目録では乙のような対応は非常に困難でした。

操作の簡便性では、画面の指示に従って、検索語のみをキーボードから打っていけばよく 、コ マ

ンド（命令語）を入力したり、多くの選択肢から選んだりする必要はありません。

・検索できる資料は、昭和62年 4月以降に図書館本館に受入れられた図書で、 10月 1日現在では

6,073冊となっています。

図書ばかりでなく 、63年 4月には本館で受入れられている雑誌も検索できるようになる予定です。

また、近々、開架図書約 6万冊の目録データ遡及入力プロジェク トが実施される予定ですので、

一、二年後Kは検索可能な資料が飛躍的に増加する見通しです。

設置される端末機の台数は、現在のと乙ろ 1台ですが、来年度には二、三台を設置できるよう検

討しております。

なお、62年度以降受入図書については、端末機による検索だけでなく 、電算機から打出した分類

順リス ト、 書名順リス 卜も作成しておりますので、併せてど利用下さい。

端末機による検索の しかたは、ディスプレイ画面の指示どおりに操作すればよいのですが、端末

機のそばに 「検索の手引き』を用意していますのでご覧下さい。実際に利用してみて分りにくい点、

改良すべき個所など、お気づきのと乙ろがありましたらどうぞ係まで声をお寄せ下さい。

学術情報センタ一等文献情報デー

タベースの代行検索サービス開始

附属図書館本館では、昭和62年10月15日より学術情報センタ ーや国文学研究資料館、全国の大型

計算機センタ一等が提供する情報検索サービスを代行検索という形で下記により開始いたします。

図書館の代行検索は、検索用の端末機をもっていない研究者の方々や、当該機関への利用申請し

ていない方々のために、図書館の端末機を提供したり、館員が代って検索を行うサービスです。

検索できるデータベースのうち文科系のものは別掲（ 4頁〉のとおりです。図書館では、従来と

かく この種のサービスに縁遠かったと思われる文科系の研究者の方々に、特にご利用をおすすめし

たいと存じます。

各機関の提供するデータベースの内容や利用の詳細については、参考係に資料を用意しておりま

すのでご利用下さい。

1. 利用時間

2.担当係

3.利用資格

4. 利用料金

5. 利用料金の精算

記

月～金曜日の 9;30～11 ; 30、13;30～ 16; 30 

参考係

本学の研究者で校費支弁の可能な方

データベース利用料金及びNI使用料
予算振替
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｜寄贈図書｜

（本館）

漬田清吉（名誉教授）

生活の詩冬紅葉漬田清吉東洋図書出版昭和62

飴山 賓（農学部教授）

季語の散歩道飴山賓本阿弥書店 1987 

播磨 信義（元教育学部助教授〉

憲法をいかす努力 播磨信義 四季出版 1987 

｜人事異動｜

〔退職〕 （62. 9. 30 ) 

阿部恵美子 （整理課整理係）

日 主」
6月 5日（金） 機械化推進委員会

6月15日（月〉 第49回附属図書館運営委員会

6月17日（水） 医学部分館図書委員会

6月22日（月） 第21回本館図書委員会

7月 1日（水）～2日 第34回国立大学図書館協議会総会

（於群馬県草津町〉

7月 1日（水） 工学部分館図書委員会

7月28日（火〉 ，， ／／ 

9月 7日（月） 第50回附属図書館運営委員会

9月 7日（月） 第22回本館図書委員会

9月10日（木〉 工学部分館図書委員会

9月21日（月） 医学部分館図書委員会

9月24日（木） 工学部分館図書委員会

編集・発行山口大学附属図書館 干753山口市大字吉田 電話（0839)22-6111内線788
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